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“福神岡の場"の海底噴火情況

佐藤孫七(東海大学)

まえがき

海底火山の活動はほとんどの場合海嶺上に襲える火

山一性海山で起こる.

我が国の南方海域では多くの火山性海山は漁礁と呼

ばれる程優秀た漁場となっている.特にカツオｰ本

釣漁船にとっては漁獲生産の上では生活を左右するほど

これらの火山性海山の漁礁は極めて密接な関係がある.

それ故に過去多くの海底火山の発見報告は職業上その

火山性漁礁上に命をかけて漁場する漁船によって発見さ

れたのは当然のことであった.明神礁西之島新島

福徳岡の場海勢場や本文に記した福神岡の場海底火

山も.また最近報告された“日吉沖の場海底火山"

もカツオ漁船による発見報告である.これら日本漁

船の活動は本来の漁獲物による動物性蛋白質の国民へ

の栄養供給はもとより海底地形調査に海上気象観測

報告また海底火山の研究上にもその業績は高く評価さ

れてよいと思う.

海底火山の功罪を大きく別けて功の1つ

は火山性海山の生成である.海水中に含まる栄養塩

が中層流深層流の海水流動で海山にあたり湧昇し

プランクトン幼魚成魚人間に輪廻的自然環境のも

とに漁場形成を行ない多くの魚類の半永久的生活の場

となり特に底魚(根付き魚サンゴ等の生物類)の

棲息地となる.したがって固定的かつ生産性の

高い価値ある多くの漁礁で知られている漁場を形成した

(第1図).また海底火山自身の噴出物が魚類等の栄

養素と考えられキメシダルマの魚類はイオｰ変水

色帯中によく釣れことに噴火口の直上軽石イオｰ

の噴出時に最も好漁があった事例も報告されているので

輝底火山と魚類の生態関係も今後の研究に使いするもの

と思う一(注火山性海山等の漁礁を漁船は漁場の場

をとり“場"の呼称を付して呼んでいる)罪の一つは

海底噴火爆発とこれに伴ういろいろな現象等が原因と

たって船の沈没転覆破壊損傷ひいては貴重

恋人命財産一漁獲物一等も一瞬時に海底に消滅する大悲

惨事等を起し船舶保安上の危険性を含むことである.

われわれは過去海底火山の調査中に遭難した第五海洋

丸の実例に学び海底火山による遭難を未然に防止する

とともに噴火庸況の報告あるいは噴出浮遊物の拾得

等につとめ海底火山研究の一助に協力したい.

1.福神岡の場海底火山の位置

この海底火山は東京の南方洋上約1,700しm離れた

21.56'N143.28/Eにあって日本領土の最も近い処

は小笠原群島母島の南西方にある南硫黄島の南西方

約355}mに位置している(第23図).

この礁は困りの水深は3,000m内外であるが南硫

黄島とウラカス火山島を結ぶ海嶺上に起こった火山性

海山の礁で発見当時から礁上の最少水深は120m一であ

ったが一昨年1974.3.2第6鶴丸船長岡原万平氏は

最少水深“3m"を測得した.現在も3mの水深の場

合は50トン級より大きい船はきわめて危険な暗礁であ

るので波浪の枠や水色変化海象現象に深甚た注意

のもとに安全な航海をされたい.また今後付近航行の

各船が異状現状を認めたときは海上保安庁等に速報さ

れることを切に望む次第であります.

2.火山線上の福神岡の場の位置

ごの火山性漁礁は富士･マリアナ火山線上にある.

すなわち第四紀の新期の火山系に属しその火山線上

(火山帯状)にあって現に活動しつつあるものでま

た最近まで活動した伊豆大島八丈明神礁鳥島

酉之島火山列島を過ぎる方向170｡～350｡の直線的な

火山系が南硫黄島の更に南方約15M～28キロ…に延び

この地点の以南は約5｡偏東(165｡方向)方向に走り

西マリアナ海嶺となって砥石場漁礁(水深16狐…2ぴ

33'N142.23'E)等教座の火山性と考えられる火山

性海山の漁礁を形成している(第23図).

一方前記南硫黄島の南方約15浬の地点より約

30｡偏東して(南東方向～140｡)走る別の火山性海嶺と

烹(中層流)J磁ア

茅脈､

第1図海腐火111および海流�
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第2図火山列島火山線の北部に位置する西之島海底火山を含む富士伊

豆南方諸島火山線とマリアナ島弧状火山線(番号その他は下表

参照)

校って南洋離島の最北端に位するウラカス活火山島

に連りその以南も弧状を保ちつつアグリガンパガ

ン等の諸活火山を経てエスメラルダ海底活火山に達

している.福神岡の場海底火山は南硫黄島の南方15

Mの分岐的地点とウラカス火山島間にあって1973年

(昭和48年)9月27目静岡県伊豆田子港所属漁船第

一稲荷丸59トン平田栄船長の海底爆発の報告以後12回

にわたって海底噴火や異状が報告され酉之島新島とと

もにもしや“新領土"の誕生か?と国民の注目を集

めたカミその記憶は未だ新しい.なおこの火山線上には

最近一1975年8月25目一南硫黄島の南東方向の約90km

(23.30'5N141.55'0E)通称“日吉沖の場海底火

山"(水深130m)の活動が静岡県焼津港所属のカツオｰ

本釣漁船第8光賞丸船長三原彰氏によって報告され

た(第4図).また1956年静岡県御前崎所属漁船第8

目先丸船長伊藤長吉氏の報告の“春日場海底火山"一21,

311N143.40'E一水深約300nユも同一火山系に起っ

た活動期中の海底火山として注目に使いすると思う.

3.福神岡の場海底火山性礁の発見

大正の末頃より昭和の初め頃にかけてカツオｰ本

釣漁船が南方の新漁場すなわち新漁礁の発見開発

に小笠原火山列島等の周辺沖合更にマリアナ近

海の漁場に乗りだした.日本南岸各県の漁港からす

なわち静岡県漁船を始め神奈川千葉三重和歌

山または宮崎鹿児島高知の各漁船はその意気高く

万里の波濤をけって漁場開拓にあたった時代である.

その結果続々と新漁礁(漁場)を発見合目に至った.

番地����名称筍番号名称������そ｡チ1番号名称碕����番号名称�I胃1さ

��������洩

1�◎�大島�755�ユ6�⑥�明神礁�{二｡竃�31��南島�60�46��ジｰランジャ堆�O

2��利島�508�17�○�スミス島�136�32��母島�426�47��サリグワン島�549

3�■�鵜渡根島�210�18�◎�鳥島�387�33��姉島�121�48��アナダハン島�786

4�○�新島�429�19��ソｰフ岩�100�34��妹島�216�49��メデイニｰジヤ島�81

5��式根島�102�20��酉之島�25�35��姪島�113�50��サイパン島�474

6�○�神津島�571�21��北硫黄島�802�36�⑥�噴火浅根�一14�51��テニアン島�172

7��銭州�13�22�◎�硫黄島�167�37�⑥�海勢場�{一70-18�52��アギグアン島�178

8�◎�三宅島�815�23��南硫黄島�970�38�⑥�福徳岡の場�一70�53�◎�エスメラルダ礁�

��大野栗�������������{一275-60

9���17�24��北之島�52�39�◎�ウラスカ島�319�54��ロダ島�497

10��御蔵島�954�25��筆島�88�40��モウグ島�228�55��グアム島�407

11��イナンバ島�75�26��媒島�155�41�◎�アッソングソン島�891�56��ヤツプ島�177

12�O�八丈島�858�27��嫁島�102�42�◎�アグリガン島�965�57��バラオ島�242

13��八丈小島�617�28��弟島�135�43�◎�パガン島�572�58��アンガｰル島�65

14�◎�脊ケ島�424�29��兄島�254�44��アラマガン島�744����

15��ベヨネｰズ岩�13�20��父島�327�45�◎�グｰガワン島�301����

④�◎�福神岡の場�{一120-3�⑮�◎�寮目場�一300�◎�◎�肩吉沖の場�一130�⑪�◎�明星場�

�凡例��������������

凡例

火山線(A-c,a-b)

1芸蟻器畿山線/新畑線

㍑楓竺掌ギグアン火峨/旧火山線

140｡

→火山線の方向

⑥海底活火山

◎島活火山

○噴火記録のある火山島

･噴火記録のない火山島�
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第3図1.噴火浅根(一15㎜)2､海神揚(一140m)31海勢西の場(一!70m)4､硫黄島(一5～10m)5､海神

南の場6.海勢場(一75m)7.福徳岡の場(一18～一80m)◎8.日吉沖の場(一130m)④9.福神岡

の場(一3～120m)⑮10.春日場(一300m)11.ウラカス火山島(308m)12.明星北の場(一ユOOm)

①13.明星湯

また小笠原の父島母島の漁船も小型ながら近海のカ1㈱

ツオ漁場開祐に活躍した.500エ塘｡｡｡｡

由和中頃以後漁船に音響測深儀批わち･漁探･が.､｡1

一工000

装備されその普及に伴い前記のように海底火山性の

一2000

新漁礁が次々と発見された.これらの新漁礁は極めて

好漁場と狂った.しかし当時その漁礁の位置は絶対一3000(｡)

に秘密にされその秘密保持は想像を越える厳格租もの1-41日舳群1新マグマ

5-13新火11｣群n旧マグマ

であってたとえ親子の間でも口外は絶対に許されなか14-20｣l1火山群噴火

った.ために船橋に昇橋する人はその船の最高幹秋山列臨海嶺上の島礁とマグマ活動

㈷��㈵�㐧㈳�

部2～3名のみに止め他の船員には全然知らされなか

った.福神岡の場はこのころ1935年(昭和10年)3･一バｰz.｣ト11､､､

月静岡県御前崎港所属漁船福神丸150トン船長

薮開国平氏によって発見された.たお機上の水深約141.第4図

196㎜に設標し操業目標としかつ漁礁の位置確認の資

料とした.更に漁礁上を測深しその設標位置より更

.火山列島海嶺の火山線上に点在する島礁

番号名称1位置1量;1綿1番号名称

��

位置

��

翻｣

番号

名称1位置1量;

高さ(m)

深さ(m)

A�酉之島�27.1五.6'�25�6�噴火浅根西の根�25.27.O'�一40�15�日吉岡の場�23.46.5'�

��140.52.6'����1垂1.11.5'����141.43,O'�一130

B�北硫黄島�25.26.0'�802�7�海神場�25.13.O'�一140�16�日吉中の場�23.41,0'�一50～

��141.17.0一����141.16.O'����141.48,5'�一75

C�硫黄爵�24.45.01�166�8�海勢酉の場�24唱4.〇一�一170�17�肩吉沖の場�23.31.O'�

��141.17.O∫����141.10.O'����141.54-O'�一130

D�南硫黄島�24.14.O'�918�9�海星場�24.47.2'��18�葛寿場�23.24.1'�

��141.28.O'����141.27.2'����141.54.8'�一100

1�海形場�26.41,0'�一163�10�海神南の場�24.36.4'��19�清寿場�23.20.8'�一220～

��140.57.O'����141.25.0'����141.27.O'�一170

2�南せん場�26.18.01�一200�11�海勢場�24.22.8'�一75�20�高寿西の場�23.11.〇一�

��141.07.O'����14r25.5'����141.32.O'�一56

3�海徳場�26.09.01�一304�12�福徳岡の場�24.17.O'�一18～����

��141.07.O'����141.27.O'�一80��(別名:不明揚)��

4�海徳酉場�26.01.O'�一140�13�福徳南の場�24.04.O'�����

���������������

5�噴火浅根�25.27.O'�一14�14�福一場�23.24.0'�����

���������������

一75

一170�
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福神岡の湯の海底噴火情況

番号a)位置

��

�㈱��ぎ

�㌰㈸��

水深120～197m

(礁の周りの水深

は3,000m内外)

��

�㈱��低

�㌰㈸��

�

�㈱��低

�㌰㈸��

㌀

�㈱��低

�㌰㈸��

��

�㈱��ぎ

�㌰㈸��

その付近

��

�㈱��ぎ

�㌰㈸��

�

�㈱〵��

�㌰㈸��

�

�㈱��低

�㌰㈹��

�

�㈱〵��

�㌰㈸��

�

�㈱���

�㌰㈸�一

�

�㈲��低

�㌰㌰��

ウラカスの北酉方

約117浬

�

�㈱�㈧低

�㌰㈴��

ウラカスの北酉方

約116浬

�

�㈱���

�㌰㈶��

ユ2

�㈱���

�㌰㈶��

�

�㈱〵㈧ぎ

�㌰㌳��

ユ里

�㈱�㐧低

�㌰㌰��

�

�㈱〵㈧ぎ

�㌰㈸��

�

�㈱〵㐧低

�㌰㌰��

a)年代b)資料の出所

a)1935年3月

b)福神丸150トン

カツオｰ本釣漁船船長薮田国

平(所属港静岡県御前崎)

a)1936年春秋期

b)同上

a)1951年夏期～初秋期

b)富士丸198トン

カツオｰ本釣漁船船長高橋安

松(所属港静岡県焼津)

a)1952年

b)富士丸198トン

船長高橋安松(所属港静岡県焼

津)

a)1958年8～9月

b)第8目先丸220トン

カツオｰ本釣漁船船長伊藤長

吉(所属港静岡県御前崎)

a)1959年7月末～10月間

b)第8目先丸220トン

船長伊藤長吉(所属港静岡県御

前崎)

a)1973年7-27

b)第1稲荷丸59トン

カツオｰ本釣漁船船長平岡栄

(所属港静岡県甲子)

a)1973年10-15

b)第8益漁丸59トン

カツオｰ本釣漁船船長河本平

一(所属港静岡県焼津)

a)1973年10-29

b)第17目音丸229トン

船長柳沢重夫

a)1973年10-30

b)早風号

機長

記者丸山(朝目新聞社機)

a)1973年12-31

b)船舶の報告

出所在目米海軍司令部目本水

路通報49年第3号項外41の1

a)1973年12-31

b)船舶の報告

出所在目米海軍司合部同本水

路通報49年第3号項外41の2

a)1974年1-18

b)辰巳丸69トン

カツオｰ本釣漁船船長鈴木春

生(所属港静岡県伊豆安良里)

a)1974年1-18

b)安着丸47トン

カツオｰ本釣漁船船長高木包

夫(所属港静岡県伊豆安良里)

a)1975年1-25

b)P2V-7対潜哨戒機

機長伊東正吉二尉海上自衛隊

(厚木基地所属)

a)1974年2-20

b)第12伸徳丸

カツオｰ本釣漁船船長小乗啓

(所属港静岡県相良)

a)1974年3-45

b)第8三社丸

カツオｰ本釣漁船船長高橋

漁携良三池徳次郎(所属港静岡県

伊豆松崎港)

a)1974年3-20

b)第6鶴丸19トン

変ツオ筆曳き縄及一本底釣船船

長田原万年(所属港宮崎県南張

戸町)

海底噴火情況

福神岡の場の海底火山性の漁礁を初めて発見した､発見当時より1951年頃までは海

底火山現象等の異状は認められ匁かった､礁上の水深約196mに設標して漁携操業の目標

とした.この設標点の北側の水深約167mの浅所までの間は4浬内外であった.

福神岡の場海底火山性漁礁の調査開発にあたった.設標も必要の都度行板った､この

漁礁はその後多くの漁船によって操業されたが昭和25年頃まで海底火山の異状現象は認

め邑れなかった.

海底噴火による軽石の群流が海面上帯状に浮流していた.礁上に設標し操業の目標とし

た.カツオダルマ(メバチマグロの未成長のもので3吻～8曳内外)キメジ(キワダ

マグロの未成長のもので3止g～8kg内外)の遊泳魚等の魚種の漁がありカサゴ類オナガ

ガンバチオヂサン等の根付魚で大漁した.

海底噴火活動によるイオｰの噴虫により海面一帯が黄色に変色していた一魚種はカ

ツオキメジ等の回遊魚等とヒラアジオヂサン等の底棲魚の漁があった一.礁上には設標

して操業目標とした.

薄い変水色イオｰ湧出流のためか?イオｰによると考えられた薄い緑色変色水帯が

潮員を境にしてノ･ツキリみえた.江南方海域の水は極めて透明でコバルト色藍色に澄

んでいるので変色水カミ境界線に接するとノ･ツキリその変水帯が判る本船は約160m

の深さのところに設標』て操業目標とした.漁は大きいカツオで塗色水のところは

キメシダルマの魚類が底魚は青サバ赤サバ(鯖)大きいハタの類であった.

イオｰの湧出流か薄い変色水.4-1に記したように同様に潮帥ミ数ケ所あった.

その境界でとくに変色水と青く澄んだ海水と水色の変化がハッキリしていた.操業目標

として設標した.為した魚種は同じものであった.

0510操業を始めようとして魚探をかけたところ水深120mより垂真に噴き上げて

くる影像がでた.海面は白く濁って付近海面にカサゴ等の根付魚の死体が浮きあ添って

流れていた.海廊には“ウス"カミみえた.その瞬間爆発と直感した､付近にカツオの

群があったが全然釣れ低かった.0600頃高さ3m位の水柱カ童白船の2～300m前方に

噴き上った.始め噴出水柱の間隔が30秒位であったがのち次第に短かく狂った.爆発

で水柱カミ上る度に魚がどっと湧き上ったので約200m四方は魚の死体で埋まったようであ

った.軽石と思われる親指大の黒色の石が浮いていた.

0500カツオ漁を操業中約5㎞先の海面に50～80mにおよぶ溶岩まじりの噴煙が噴き

上った.約一時間後の0600現在引きつづき断続的租爆発か続いた.海面には多数の

溶岩(軽石)カミ流れていた.

0630頃3～5分間隔で噴火が続いた.海面は泡たっており噴火地､煮からイオｰ

の流れと思われる変色水帯が南西方向に15～20浬の長さで帯状に扱って流れていた.

水温は29.2Cであり付近の海面との変りカミなかった.

海底噴火の噴出地点の海上からイオｰの変色水か約30～40㎞の長さで南西の方向に流れ

ていた爆発地点の海面は絶え間なく上下に振動していた.海水カミ盛り上るとパッと

貞波を睦きあげて直径20～30mの白いリングが生じその輪の中には無数の茶褐色の溶岩

が浮き上り水蒸気の尾を幾重にもなびかせていた･やや間隔をおいてすぐ近くの海面

からも豪快放波紋のリングが噴き上った.爆発地点は2ケ所で交互10分間隔位で海面

に噴き上げていた.

海底火山の変色水の存在.海底火山活動によると思われる変色水(褐色明緑色)を視

認した.

海底火山の変色水の存在.海底火山活動によると思われる変色水(褐色明緑色)およ

び水蒸気を視認した.

0600頃海底火1山の爆発は1～2分間隔で起こり噴火口は3～4カ所ありその火口

から2～3mの高さに噴煙をあげていた.付近はイオｰ臭カミ強かった.

1305辰巳丸と同じ位置で海底火山の噴火状況は次のようであった1～2分間隔で2

～3mの白い噴煙を上げ火口は7～8ケ所あった.1122頃は地鳴と共に径約70～80

m位高さ20m位の砂まじりの噴火があった.

10404ケ所の噴火口と思われる海面から5分間に1回の割合で泡とイオｰを噴出して

いた.噴出点から幅600m位に海面は帯状に濁り230｡～南西方南に長さ約5.5浬位

に達していた.

110噸その位置で海底噴火を視認した･噴火は小規模であって噴火時は水柱が

上った､高いときで1m低いときで30㎝位.付近の海面にはイオｰが噴出し北東方

へ約2㎞に流れていた.中心部はイオｰが噴出し海面は変色していた.強い爆発は1

時間位でおさまった､

海底噴火で海底から軽石等の噴き上げるようすは魚探の記録でハッキリと映像された｡

噴申物が海面近くに赦ると白泡と狙ってその径繕10㎜位の“ウス"をまき弓1き続いて

泡がポコッポコッと浮び海面は黄色に変色していた･漁は噴火口に近づく程良好

でキメシダルマ等の大漁で噴火の恐しさと約との両面に恐わこわなカミら漁をし大

爆発の兆を壁じたら直ちに避難できるよう準備しつつの漁をした｡付近に清勝丸コｰセ

ｰ丸の漁船が操業していた.

イオｰが噴出し海面は黄色に濁っておりまた海面だけでなく海底も黄色に濁っていた

海底火1J1付近を探測の結果最浅所は3mの深さになり逆摺鉢型の海山に匁っていた.

筆者の得た情報によって上記にしたカミその他多くの船舶航空機が福神岡の場付近の海を航行あるいは飛行されたことと思う.しかし噴火活動時に遭

遇の機会がなければ海底噴火現象は現認でき狂い.筆者も昭和48年12月10目東海大学九二世でマｰシヤｰル群島の遺骨集収航海の帰途付近を注意し

て航海したが海中噴火現象の異状は認められなかった.なお昨年6月11目海上保安庁のYS(機長本田悦郎調査に第三管区海上保安本部田宮美

弥)によって調査されたが異状は認められなかった.�
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に北方4浬に深さ約167mを測得した.

発見以来この礁はカツオキメシダノレマ等の回遊

魚の好漁場となった.これらの回遊魚が不漁のときは

カサゴオナガオデサンカンパチヒラアジ等の根

付の底棲魚が漁獲された.

その後多くの漁船に知られ共通性の好漁礁となった.

したがってこの樵を発見した福神丸の功績を称え船名

を冠した“福神岡の場"と固有名詞を付して呼称しわが

国の多くの漁船による漁場として開拓し現在に至った.

別表は筆者に寄せられた資料によって同礁の噴火状

況を記したので参考に放れば幸甚と思う.過去に“福

神岡の場"はもちろんこの礁以外にも噴火硫黄

軽石流変色水等の異状を認められた方々は過去の体

験を御知らせ下さる横お願申上げます.

終りにこの資料をお寄せ下さいました各漁船航空機

海上保安庁水路部通報課の方々静岡県御前崎町の伊藤

長吉高塚勝蔵氏また“福神岡の場"発見当時乗船され

ておられた下村吾平の各氏にまた日吉丸船主を始め各

船主の方々漁船の所属港の各漁業協同組合に深甚な謝

意を表します.
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おわりに

将来共海底火山が連続噴火することにより噴出物堆

積等の結果成長を続け遂に海底火山の頭が最低潮の

海面上に露出しさらに成長して新島を形成したときは

必ずや何れかの国の領土の帰属とこれに伴う領海権

領空権ひいては現在際国間に検討されつつある海洋法の

構想に基づく200浬を含む漁業専管水域の諸権益が

問題化することも充分考慮さるべきである.思うに

公海上に生成出現した火山性の岩礁島自体は経済

��

第5図福神岡の場の海底火山噴火報告位置

的価値の評価は少なくまたは皆無であろうともそ

の岩島等の領土的主権行使は領海領空に及びした

がって船舶航空機の航行制限となり経済的航行はじ

め水産資源的経済面にも大きく影響することは当然考

えられる.

縮少されつつあるわが国の漁場の現状等の国際的情勢

をわれわれ海の人はとくに考慮に入れつつもし日

本周囲の海洋に新に生成さるごとき火山性の礁岩

島の出現は航行の保安上はもとより領土的に漁業

水域面に重要事となるので各船は早期発見につとめ

その情報等を海上保安庁その他の海事関係官署所属

漁業組合等に即連絡されたい.

海底火山等の研究は宿命的校地震国火山国であ

るわが国土の鹿護に通ずる思いを致し重ねて水産資源

的火山性漁場研究に資されるものでありその情報のす

みやかた提供を願って欄筆する.

〔30頁からつづく〕

おわりに

今回の野比菱形基線におけるDM-60による測定実験

の結果は表1表2･3に示すとおりでインバｰ系

の測定値に対して辺長の変化量1～4mm角度の変

化量3～10秒程度となった.DM-60の公称精度は

･･㎜･ノ測弾とされているが六機の精度は

･･…ノ型絆と校1一応満足できる結果が得ら

れたものと考えられる.また測定に要した時間は約

4時間であり従来の諾測定に比べるとまことに短時

間であったことにより今後能率増進に大きく寄与する

ことカミ明らかにされた.

また光波測距儀は測定中の気象条件が微妙に測定

精度に影響するので種々の気象条件下す校わち晴

天曇天多湿時などがどのように測定に影響を及ぼす

か早急に把握すべき問題と思われる.

以上のように光波測距儀の今後の発達はめざましいも

のを思われ既に小型機が平板測量用として登場して

きた.今後はさらに超小型･高精度化し各種の

分野に利用されることとなろう.
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